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神奈川県鉄道輸送力増強促進会議　令和元年度　要望・回答

京王電鉄

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　　答

Ⅰ　輸送力増強　　１　輸送計画の改善

(1) 相模原線の輸送力増強 　平成27年９月のダイヤ改正において、都営新宿線直通列車の増発など
が行われるとともに、平成28年９月のダイヤ改正において、都営新宿線直
通列車の初電が繰上げられ、相模原線から都営新宿線方面へのアクセス
が強化されたところであり、これまでもダイヤ改正のたびに相模原線の輸
送力増強に努めていただき感謝しております。
　今後、橋本駅周辺地区は、リニア中央新幹線駅の設置や駅周辺の開発
等により、利用者の増加が見込まれることから、平成30年２月に新宿発・橋
本行きで運行が開始された京王ライナーにつきましても、運行本数の増加
等を御検討いただくとともに、更なる速達性の向上や輸送力増強を図られ
るよう要望いたします。

　令和２年２月２２日のダイヤ改正では、長距離利用のお客様の快適な通勤・通
学をサポートすることを目的として有料座席指定列車「京王ライナー」の運行本
数を増加いたしました。相模原線では、平日の朝間時間帯で橋本発新宿行き
の上り方面の「京王ライナー」を2本増発し、合計４本運行いたします。
また、夕夜間帯の新宿発橋本行きの下り方面の「京王ライナー」を２本増発致し
ます。
　土休日は通勤・通学や旅行・出張など幅広くご利用いただける時刻 に合わ
せ、朝間時間帯の上り方面の「京王ライナー」を７時台に前倒して運行するほ
か、夕夜間帯の下り方面の「京王ライナー」の運行時間帯を、現行の１６時台～
２２時台から１６時台～２３時台に拡大します。
今後もお客様の利用状況を見極めながら、より便利で快適に列車をご利用いた
だけるよう各種施策に取り組んでまいります。

(2) 東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会に伴う
臨時便の運行

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会において、自転車ロード
レース競技のコースが橋本駅周辺を通過することが決定しており、多くの
観客が集うことが予想されます。ついては、臨時便の運行の検討をお願い
いたします。

　オリンピック・パラリンピック競技大会開催時の輸送については、東京オリン
ピック・パラリンピック競技大会組織委員会と連携し、輸送計画を検討いたしま
す。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　　答

Ⅱ　利便性向上　　１　駅施設等の整備

(1) 高齢者、障害者、乳幼児
連れの保護者等に配慮し
た駅施設の整備等

　「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフ
リー法）」に基づき、バリアフリー化について、整備を進めていただいてい
るところですが、「移動等円滑化の促進に関する基本方針」も踏まえ、誰も
がより安全かつ自由に駅を利用できるよう、引き続き、次の事項について、
特段に配慮されるよう要望いたします。
　また、県内市町村において、バリアフリー法に基づく基本構想が作成さ
れている場合、当該基本構想に基づく公共交通特定事業計画の作成及
び移動等円滑化にかかる事業を推進し、整備にあたっては、高齢者・障
害者など駅利用者の意見を聞きながら進めるよう要望いたします。

（1） 要望事項は上記（続き） ①転落防止
　視覚障害者の安全な移動及び円滑な駅施設利用のための、ホームド
ア、可動式ホーム柵の設置を要望いたします。転落防止施設の整備が困
難な場合は、当面の策としてＣＰラインの整備、線路への転落時の対応と
してホームステップ、転落検知マットの設置等安全対策についても、引き
続き取り組まれるよう要望いたします。
　また、ホームと車両との段差及びすき間の解消につきましても取組みを
お願いいたします。

　ホームドアにつきまして、弊社では、国土交通省の「ホームドアの整備促進等
に関する検討会」の中間とりまとめにもとづき、利用者が１日１０万人以上の駅へ
の設置を優先的に取り組んでおり、現在6駅の設置（新宿駅、国領駅、布田駅、
調布駅、吉祥寺駅、渋谷駅）が完了し、飛田給駅2,3番線の整備が完了し、残り
の1番線の整備を進めております。また下北沢駅についても工事着手し始めて
おります。
　利用者が１０万人未満の駅については、お客様の利用実態を踏まえ順次整
備を進めていきたいと考えておりますが、ホームドア整備にはホームドアの荷重
に耐えるため、ホームの補強が必要になるなどの課題があることから、整備には
相当の時間を要することが想定されます。なお、現在ホームドアについては国
土交通省や自治体からの補助制度を活用し設置を進めております。ホームドア
設置を加速させるために、今後は１０万人未満の駅につきまして、補助制度によ
るご協力をお願いいたします。
　その他のホーム安全対策として、列車の乗務員や駅係員に非常を知らせると
ともに付近の列車を停止させる列車非常停止ボタンやホーム下退避スペースを
設置しているほか、ホームドアを整備している駅を除く全駅に内方線付点状ブ
ロックを整備しております。また、京王稲田堤駅においては、ホームと車両との
隙間が広い箇所に光の点滅で注意喚起する間隙注意灯を設置しているほか、
転落検知マットやＣＰラインの整備も行っております。橋本駅については、２０１８
年度にＣＰラインの整備を完了したほか、固定柵の設置を２０２０年２月に完了い
たしました。
　ホームと車両との隙間・段差対策としては、令和元年１０月に改定された「移動
円滑化整備ガイドライン」にてホームの状況等に応じた隙間・段差の目安が示さ
れました。当社では今まで転落防止対策としてホーム縁端部への転落防止ゴム
やホームドアの整備に併せてホームのかさ上げを行ってきました。また、当面は
東京オリンピック・パラリンピックに向け、会場の最寄り駅や乗換駅への隙間・段
差への対策を優先的に進めてまいります。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　　答

（1) 要望事項は上記（続き） ②エレベーター、エスカレーター等
　傷病者の収容に際し、救急担架を水平にして搬送することが望ましい傷
病者も多いことから、救急担架（奥行き2.0ｍ、幅0.6ｍ程度）が容易に収容
できるエレベーターの設置を要望いたします。
　ただし、空間上の制約などにより、設置まで長期間かかる場合は、当面
の代替策として、足部等が折りたためる等のコンパクトにエレベーターに
収納することが可能なサブストレッチャー（搬送補助器具）を装備していた
だきたく要望いたします。

　救急担架を容易に収容できるエレベーターについては、橋上駅舎化などの大
規模な駅改良工事に合わせて設置を進めております。
神奈川県内の３駅については、バリアフリー対応としてエレベーターの整備を完
了しておりますが、既存駅舎における空間上の制約など により救急担架に未
対応の機種となっておりますので、今後大規模な駅改良等を実施する際には、
設置に向けた検討を行ってまいります。

（1） 要望事項は上記（続き） ③車両等
　移動等円滑化された車両の整備については、同法に基づく基本方針の
目標を達成されておりますが、引き続き積極的な整備及び導入を要望い
たします。また、全車両内において、車いすやベビーカーなどの利用者が
使用できるスペースを配置するとともに、周囲からも容易に認識できるよう
に、マークの掲出や床面等の着色を行うよう要望いたします。また、駅構
内において、車いすやベビーカーなどの利用者に対する相互理解を深め
るためのポスター等の掲出についてもあわせて要望いたします。

　車両のバリアフリー化については、車いす・ベビーカースペースを全編成へ整
備しており、設置車両の内外にピクトグラムを掲出することで周囲からも容易に
認識できるように努めております。そのほか、案内表示器やドアチャイムについ
ても全車両への整備が完了しております。また、順次実施している車両のリ
ニューアル工事などの際には、車いす・ベビーカースペースの増設や車両のド
アが開閉することを光の点滅でお知らせする開閉予告表示灯の設置などを進
めております。
　車いす・ベビーカースペースの周知については、駅貼りポスターや車内中吊り
を掲示するなど、車いすやベビーカーをご利用のお客様とご利用でないお客
様の相互理解に向けた取り組みを行っております。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　　答

（1） 要望事項は上記（続き） ④案内表示
　ニーズに応じた分かりやすい案内設備等の整備や、案内板等への多言
語及びふりがな等のわかりやすい表記をしていただくよう要望いたします。

　駅施設の音声案内については、目の不自由なお客様にもご利用いただける
よう改札口やエスカレーターの位置を知らせるための音響案内装置を設置して
いるほか、音声機能を有した構内触知案内図やトイレ触知案内図を配備してお
ります。
　多言語表記については、ホームの駅名板や出口付近の周辺施設案内板な
ど、サイン類の２カ国語表記（日・英）を行っているほか、一部の案内板では４カ
国語表記（日・英・中・韓）を推進しております。また、令和元年度からは弊社Ｈ
Ｐ上での多言語表記を開始したほか、異常時の運行情報についてＨＰへ誘導

を行うＱＲコード＊を駅改札付近や全列車の車内に掲出いたしました。
かな表記については、改札口付近にひらがな運賃表を設置しているほか、ホー
ムにある駅名板において駅名のひらがな表記を行っております。また、アルファ
ベットと色で路線を示し、番号で駅名を表示した駅ナンバリングやピクトグラムを
導入しております。
　そのほか、外国人のお客様とも円滑なコミュニケーションを取れるよう、問い合
せ頻度が高い項目を４カ国語でまとめた「指さし会話帳」や、翻訳ソフトを搭載し
たタブレット端末を全駅に整備するなど、お客様にわかりやすいご案内に努め
ております。

＊ＱＲコードという名称は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

⑤人員対応
　ラッシュ時における改札・精算窓口の駅職員の増員やエレベーター等利
用時の駅職員による配慮のほか、利用者へ声かけなどの心のバリアフリー
の啓発、車内における情報提供の充実に取り組まれるよう要望いたしま
す。
　高齢者、障害者等の介助については、それぞれの利用者の行動特性を
的確に把握した上での対応が必要なことから、より一層、駅職員に対する
実践に即した教育、訓練を推進されるよう要望いたします。

　駅係員については、ホームと車両との隙間が広い京王稲田堤駅の下りホーム
において終日監視要員を配置しているほか、朝のラッシュ時間帯には多くのお
客様がご利用になる駅のホームに係員を配置し、お客様の安全確保を図って
おります。
　また、駅係員、乗務員を対象とした各種教育・訓練を実施しており、平成２８年
から、公益財団法人日本盲導犬協会神奈川訓練センター様のご協力のもと、
実際の駅や車両を使用して盲導犬の帯同や白杖を使用するお客様へのご案
内や接遇スキルを向上させるための講習会を定期的に実施しております。
そのほか、サービス介助士２級の取得促進などソフト面での取り組みを推進す
ることにより、接遇レベルの向上を図ってまいります。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　　答

Ⅲ　その他

(1) 自転車等駐車場用地の提
供

　自転車等駐車場の設置に際し、駅周辺において新たな用地を確保する
ことは困難な状況となっております。
　ついては、自転車等の利用者の大部分が京王線を利用する通勤・通学
者であること、また、自転車等駐車場の設置に対する鉄道事業者の協力
義務を規定した「自転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策の
総合的推進に関する法律（自転車法）」の趣旨にのっとり、自ら自転車駐
車場を整備、運営するほか、自転車駐車場の用地を市町村へ無償提供
することや、市町村の行う施設の設置・維持への助成をするなど、自転車
駐車対策をより一層積極的に推進すること、また、市町村が行う放置自転
車対策に対して、積極的に連携、協力することを要望いたします。
　また、現在、有償で市町村へ貸し付けている用地の借地料軽減につい
ても、ご検討されるよう要望いたします。
　なお、市町村としても、自動二輪車（排気量50ccを超えるもの。ただし、
側車付きは除く。）の駐車対策を進める必要があるため、自転車等と同様
に、自動二輪車の駐車場の設置についても、特段のご協力、ご配慮をお
願いいたします。

　京王稲田堤駅及び橋本駅近くの高架下用地を自転車等駐車場および撤去
保管のための用地として一部を除き 無償（公租公課の減免）にて提供しており
ます。また、京王稲田堤駅では、弊社の関係会社が高架下用地を活用して自
転車等駐車場を運営しております。
今後も、鉄道利用者の利便性向上及び駅周辺の良好な環境づくりに向け、自
転車等の駐車対策に協力してまいりたいと考えております。

(2) 乗継運賃制度の拡充 　現在、貴社におかれては、ＪＲ東日本ほか、他の民営鉄道との乗継ぎに
よる割引運賃の導入を行い、平成25年３月からは交通系ＩＣカードの全国
相互利用サービスが開始され、公共交通機関の乗継利便性の向上に取り
組まれているところですが、更なる利便性の向上を図るため、今後は、他
の公共交通機関も含めた乗継運賃制度の拡充について、積極的に取り
組まれるよう要望いたします。

　乗継割引については、弊社の京王線・井の頭線と他社線の初乗り区間相互を
乗り継いでご乗車されるお客様の割高感緩和のため、一部の区間で実施して
おります。
他の公共交通機関も含めた乗継運賃制度については、乗継のお客様と非乗継
のお客様との不公平感が拡大するという課題があるため、拡充の計画はござい
ません。


